












































































































度数 6 1 1 5 0 0 13
% 8.2% 1.4% 1.4% 6.8% 0.0% 0.0% 17.8%
起業に関心
はある
度数 17 7 5 6 9 0 44
% 23.3% 9.6% 6.8% 8.2% 12.3% 0.0% 60.3%
起業したく
ない
度数 0 0 0 0 9 7 16
% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.3% 9.6% 21.9%
合計
度数 23 8 6 11 18 7 73





度数 6 4 1 1 1 0 13
% 10.2% 6.8% 1.7% 1.7% 1.7% 0.0% 22.0%
起業に関心
はある
度数 8 3 7 8 1 0 27
% 13.6% 5.1% 11.9% 13.6% 1.7% 0.0% 45.8%
起業したく
ない
度数 0 0 0 0 4 15 19
% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.8% 25.4% 32.2%
合計
度数 14 7 8 9 6 15 59





度数 2 2 2 2 0 0 8
% 6.9% 6.9% 6.9% 6.9% 0.0% 0.0% 27.6%
起業に関心
はある
度数 5 2 2 3 2 0 14
% 17.2% 6.9% 6.9% 10.3% 6.9% 0.0% 48.3%
起業したく
ない
度数 0 0 0 1 1 5 7
% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 3.4% 17.2% 24.1%
合計
度数 7 4 4 6 3 5 29





度数 14 7 4 8 1 0 34
% 8.7% 4.3% 2.5% 5.0% 0.6% 0.0% 21.1%
起業に関心
はある
度数 30 12 14 17 12 0 85
% 18.6% 7.5% 8.7% 10.6% 7.5% 0.0% 52.8%
起業したく
ない
度数 0 0 0 1 14 27 42
% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 8.7% 16.8% 26.1%
合計
度数 44 19 18 26 27 27 161






























度数 2 0 3 4 3 1 13
% 2.7% 0.0% 4.1% 5.5% 4.1% 1.4% 17.8%
起業に関心
はある
度数 16 4 9 8 6 1 44
% 21.9% 5.5% 12.3% 11.0% 8.2% 1.4% 60.3%
起業したく
ない
度数 7 0 2 7 0 0 16
% 9.6% 0.0% 2.7% 9.6% 0.0% 0.0% 21.9%
合計
度数 25 4 14 19 9 2 73





度数 1 0 4 1 4 3 13
% 1.7% 0.0% 6.8% 1.7% 6.8% 5.1% 22.0%
起業に関心
はある
度数 7 2 4 11 2 1 27
% 11.9% 3.4% 6.8% 18.6% 3.4% 1.7% 45.8%
起業したく
ない
度数 10 0 3 6 0 0 19
% 16.9% 0.0% 5.1% 10.2% 0.0% 0.0% 32.2%
合計
度数 18 2 11 18 6 4 59





度数 1 2 2 1 2 0 8
% 3.4% 6.9% 6.9% 3.4% 6.9% 0.0% 27.6%
起業に関心
はある
度数 3 3 2 3 3 0 14
% 10.3% 10.3% 6.9% 10.3% 10.3% 0.0% 48.3%
起業したく
ない
度数 3 1 0 3 0 0 7
% 10.3% 3.4% 0.0% 10.3% 0.0% 0.0% 24.1%
合計
度数 7 6 4 7 5 0 29





度数 4 2 9 6 9 4 34
% 2.5% 1.2% 5.6% 3.7% 5.6% 2.5% 21.1%
起業に関心
はある
度数 26 9 15 22 11 2 85
% 16.1% 5.6% 9.3% 13.7% 6.8% 1.2% 52.8%
起業したく
ない
度数 20 1 5 16 0 0 42
% 12.4% 0.6% 3.1% 9.9% 0.0% 0.0% 26.1%
合計
度数 50 12 29 44 20 6 161












2017年 7 月 7 日にA大学のT先生のゼミナールの様子を視察するために訪問した。2年生
















2017年 7 月 7 日 A大学Tゼミナール 福岡県
2018年 3 月18日 B高等学校 北海道
2018年 3 月22日 C高等学校 青森県
2018年 6 月 8 日 D高等学校 大阪府
2018年 9 月18日 E大学校 韓　国
2018年 9 月18日 F大学校 韓　国
































































































































































































































































ン、アイディアだけを 3～5 分で発表しあうコンペティション、そして授業では 1学期（半
期）で準備させて課題として発表させている。また、外国の学生たちとともに 1か月の住み
こみ活動を通じたキャンプも行われ、英語が主となる大会であるため、英語授業を担当する
教員も参加しつつ、学生同士は寮で同居してもらって互いにコンペティションを盛り上げて
いる。さらに、一部の学生を外国のコンペティションへ送り込むこともある。もちろん、学
生たちがその成果を就職活動につなげるかどうかについては、以前は「起業教育に参加して
いた」というだけで就職に有利に働いてきたようだが、最近では「具体的にどんな起業活動
をしてきたのか」を問われているのが実情であるという。
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③　G大学校
1995年、韓国の大学ではじめて「新技術創業保育センター」を設立した大学で、現在の創
業支援組織は2011年にスタートした。韓国ではG大学校だけのベンチャー大学院の新設など
を通して創業支援活動を拡大させてきた。また、政府が求める「自由改善大学」に選定され
たことで、政府支援金の自由な編成や大学定員の柔軟化を認められ、創業支援活動はますま
す進化している。さらに、「青年商人モール」と呼ばれる学生や企業たちの商品を展示して
販売できるモールを大学の資金で設立するほど、積極的に創業支援を行っている大学でもあ
る。最近ではインターネットを活用して、学生の管理や支援金の額、創業支援の状況などの
膨大なデータを管理しており、そのシステムさえも独自で開発した。
また、創業教育についても、創業そのものでの失敗を防ぐために力を入れており、講座数
も現在29講座、クラス数は80クラスにのぼっている。専門分野を教えられる教員がいるとと
もに、外部講師も積極的に採用している。また、それぞれの分野にわかれて、年間10回近く
のコンペティションが開催されている。
ドンアリについては、調査時点で39ドンアリを確保しており、会員数は268人である。ア
イディアチーム（市場調査、試作品作りなど）、ウェイティングチーム（顧客ニーズをベース
にした製作など）、スタートアップチーム（創業事業化、創業実務など）に分かれて活動して
いる。創業支援センターとともに、創業教育センターも備えている。
また、G大学校の大きな特徴としては、いわゆるベンチャー企業がすぐれたアイディアを
開発できるように充実した試作室なども多数設置し、地元企業らも積極的に利用・活用でき
る環境が整っているという点である。文系の学生の創業教育への参加率は20％程度ではある
ものの、商品サンプルをいつでも試作できる施設が完備されているところが強みであるとい
える。また、「学生時代に起業をしよう」というスローガンを掲げ、起業教育に関わる授業の
必修化により、学生のモチベーションを維持している。
その成果もあってか、在学生や卒業生から多くのベンチャー企業を輩出した大学でもあ
る。とりわけ、アニメキャラクターを制作し売却して大成功を収めたベンチャーや、著名な
キャラクターの版権を持つアメリカ企業と契約をして人気キャラクターのペーパークラフ
トを製作することに成功したベンチャーなどを輩出している。
G大学校は、韓国国内ではどこよりも早い段階で起業教育の基礎を準備した大学であり、
地方大学であるにもかかわらず、首都であるソウル市内にもベンチャーセンターを設立する
など、その起業教育の目標の高さをうかがうことができる大学であった。
5 ．今後の本学の起業教育プログラムへの示唆
今回の 2年間にわたる国内外の調査によって、高等学校や大学において多種多様な起業教
育のための実践的なプログラムが取り入れられていることが把握できた。
A大学Ｔゼミナールでは実務家の講演や企業とのコラボレーションなど外部の資源を活
用して学生たちの起業マインドを醸成していた。学生主体のプロジェクトではあるが、その
準備段階として教員がいかに外部の企業などと交流し、起業教育のサポートを受けられるた
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めの環境の醸成が重要であることがわかった。
B高等学校では高校生が教育対象のため部活動の一環として取り組んでおり、大学生以上
に校長先生をはじめ教員の事前準備から当日のサポート、各機関との調整および連携が重要
であることがわかった。また、SNSを活用して学校の活動を積極的に発信し、住民や関係機
関に理解をもらうことも必要だとわかった。
JPX起業体験プログラムを導入している 2つの高等学校への視察より、学園祭等で何に・
何のために取り組むか、対象は誰か、そしてどのように利益を生むか、といったことを試行
錯誤しながら取り組む生徒の姿に感心した。高校生でもここまでできるのかと驚くととも
に、起業体験プログラムを通じて、ビジネスの仕組みや会計の仕組みについて体験から理解
を得ていくことの大切さを改めて認識することができた。大学生ならば、正規の課程での学
修を通じて仕組みや大切さについてある程度理解しているものとは思うが、それを実践でき
るかについては、やはり体験して確認する必要がある。本学の学生にもぜひ導入してみたい
と実感したところである。
韓国の 3大学への視察から、日本と経済環境や背景などが異なっていることが前提ではあ
るが、起業教育に対しての意識やそれに対する設備などが充実していることがわかった。ま
た、起業に関するクラブ活動のような正規の課程外の活動も行っているが、起業教育に特化
した正規の講座を設け、外部講師といった外部の資源を活用していることも特徴であった。
学生が自発的に起業に関する学びに取り組んでいる姿勢は本学の学生への刺激になるであ
ろう。
以上のことから、本学で実践されている起業教育のプログラムに加えて、①企業や実務家
など外部の賛同を得ながらの起業教育における連携、②起業体験プログラムの導入による創
業の実践的教育を導入することが示唆された。こういった取り組みのスタートとして、本学
のアントレラボで行っている「ラボカフェ」において、企業とのコラボを2019年度より実験
的に開始した。また、本調査に携わった教員のゼミナールにおいて、JPXの協力のもと起業
体験プログラムを学祭の模擬店を利用して2019年度より開始した。
今後の課題として、本調査によって、起業教育を進めていくうえで外部との連携が不可欠
であることや既存の外部リソースの積極的な活用が有用であることも確認できた。こうした
示唆からも、起業教育に携わる教員が企業家とのネットワーク構築に向けて一層活動してい
くことが必要である。
また、家森・上山・柳原（2019）は学校現場における起業教育の受容について「次期の学習
指導要領で示された公民科や家庭科の教育のあり方に対する共感度を尋ねてみた。（中略）逆
に（相対的に）違和感が多かったのは、「起業（事業を興すこと）について教えるべきであ
る」や「企業会計の役割について教育をすべきである」であった。起業教育については、丁
寧に進めていかないと学校現場での理解を得にくい」と指摘されている 4）。よって、本学の起
業教育は『起業教育≠事業を興す人をつくる』であるが、起業教育という言葉に対する一般
の認識と差異が存在していることが示されているので、本学の起業教育の理念や意義をさら
4） 家森信善、上山仁恵、柳原光芳「わが国の高等学校における金融・証券教育の現状と課題─高等学校教
員に対する調査結果の概要─」神戸大学経済経営研究所ディスカッションペーパーDP2019-J02、2019年
3 月18日、p.51
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に積極的に発信すべきであろう。
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